　　桑折町告示第１１３号
　　　　　平成２２年第１４回桑折町議会臨時会を次のとおり招集する。
　　　　　　　　　平成２２年１１月２６日
　　　　　　　　　　　　　　　　桑折町長　　　高　橋　宣　博
記
　　　　　　　　１．期　　日　　　平成２２年１１月３０日
　　　　　　　　２．場　　所　　　桑折町役場議場
　　　　　　　　　　　　　　応招不応招議員
　・応招議員（１４名）
　　　１番　佐藤武朗君　　　２番　阿部満晴君　　　３番　羽根田八千代君
　　　４番　片平秀雄君　　　５番　佐藤榮三君　　　６番　川名靜子君

　　　７番　原　賢志君　　　８番　半澤　高君　　　９番　平井國雄君

　　１０番　平井光一君　　１１番　相原京子君　　１２番　齋藤松夫君

　　１３番　松山善二君　　１４番　浅野義雄君

　・不応招議員（なし）
平成２２年第１４回桑折町議会臨時会
　　　　　議事日程（１号）
　　　　　　　　　　　　　　平成２２年１１月３０日（火曜日）午前１０時開議
　日程第　１　　会議録署名議員の指名
　日程第　２　　会期の決定について
　日程第　３　　町長提案理由の説明
　日程第　４　　議案第４６号　桑折町議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関
　　　　　　　　　　　　　　　する条例の一部を改正する条例
　日程第　５　　議案第４７号　桑折町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正す
　　　　　　　　　　　　　　　る条例

　日程第　６　　議案第４８号　桑折町教育委員会教育長の給与・勤務時間その他の勤務

　　　　　　　　　　　　　　　条件に関する条例の一部を改正する条例

　日程第　７　　議案第４９号　桑折町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

　・出席議員（１４名）
　　　１番　佐藤武朗君　　　２番　阿部満晴君　　　３番　羽根田八千代君
　　　４番　片平秀雄君　　　５番　佐藤榮三君　　　６番　川名静子君
　　　７番　原　賢志君　　　８番　半澤　高君　　　９番　平井國雄君
　　１０番　平井光一君　　１１番　相原京子君　　１２番　齋藤松夫君
　　１３番　松山善二君　　１４番　浅野義雄君
　・欠席議員（なし）
　・遅刻早退議員（なし）
　　　　議会事務局長　　皆川嘉典君　　　書　　　　記　　佐久間 健司君
　　　　書　　　　記　　石幡勝弘君
　・地方自治法第１２１条の規定により説明のため議場に出席した者の職氏名
　　　　町　　　　長　　高橋宣博君　　　副町長　　小柴宏幸君
　　　　総務課長　　小竹利勝君　　　税務住民課長　　岡崎善右エ門君

　　　　企画環境課長　　佐々木才市君　　　保健福祉課長　　山木一芳君
　　　　産業振興課長　　片平芳信君　　　地域整備課長　　石幡正則君
　　　　上下水道課長　　長尾吉松君　　　会計管理者　　熊谷孔隆君
　　　　教育長　　室井君男君　　　学校教育課長　　綱島洋一君
生涯学習課長　　阿部純夫君
会　議　の　経　過

　　　　　◎開会の宣告

議長（浅野義雄君）　ただいまの出席議員は１４名で定足数に達しておりますから、議会は成立いたしました。
　よって、本日招集の平成２２年第１４回桑折町議会臨時会を開会いたします。



（午前１０時００分）

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎開議の宣告

議長（浅野義雄君）　これより直ちに会議を開きます。
　議事日程は、お手もとに印刷配付のとおりであります。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第１，会議録署名議員の指名

議長（浅野義雄君）　日程第１，会議録署名議員の指名を行います。
　今期臨時会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により議長において、３番　羽根田八千代君、４番　片平秀雄君を指名いたします。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第２，会期の決定

議長（浅野義雄君）　日程第２，会期の決定を議題といたします。
　お諮りいたします。
　今期臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　ご異議なしと認めます。
　よって会期は、本日１日間とすることに決定いたしました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎議案の上程（議案第４６号～第４９号）

議長（浅野義雄君）　議案第４６号から議案第４９号までの４件を上程いたします。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第３，町長提案理由の説明

議長（浅野義雄君）　日程第３，町長より提案理由の説明があります。

町長（高橋宣博君）　本日、ここに平成２２年第１４回桑折町議会臨時会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては時節柄何かとご多用のところ、ご出席を賜り誠にありがとうございます。
　今議会に提出いたしました議案は、条例改正４件であります。提出いたしました議案の概要について、ご説明を申し上げます。
　桑折町議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例、桑折町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例及び桑折町教育委員会教育長の給与・勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例につきましては、福島県人事委員会の勧告に準じ、今年１２月の期末手当の支給率を１００分の１４５に引き下げ、更に平成２３年度以降の期末手当の６月支給分を１００分の１４０に引き下げ、１２月支給率を１００分の１５０に引き上げる改正であります。
　次に、桑折町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例につきましては、福島県人事委員会の勧告に準じ、当分の間、５５歳を超える行政職６級以上の職員の給料月額を引き下げるとともに、今年１２月の期末手当及び勤勉手当の支給率をそれぞれ１００分の１３０、１００分の６５に引き下げ、更に平成２３年度以降の６月の期末手当及び勤勉手当の支給率をそれぞれ１００分の１２２.５、１００分の６７.５に引き下げ、１２月の期末手当及び勤勉手当の支給率をそれぞれ１００分の１３２.５、１００分の６７.５に引き上げるなどの改正であります。
　以上が提出議案の概要でありますが、詳細につきましては、担当課長よりご説明いたさせますので、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明といたします。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第４，議案第４６号　桑折町議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　償に関する条例の一部を改正する条例

議長（浅野義雄君）　日程第４，議案第４６号「桑折町議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例」を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。総務課長。

総務課長（小竹利勝君）　別紙議案書により説明した。（議案第４６号）

議長（浅野義雄君）　これより質疑に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。
　これより討論に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「討論なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。
　これより議案第４６号「桑折町議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例」を採決いたします。
　お諮りいたします。
　本案を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　ご異議なしと認めます。
　よって本案は、原案のとおり可決されました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第５，議案第４７号　桑折町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正する条例

議長（浅野義雄君）　日程第５，議案第４７号「桑折町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例」を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。総務課長。

総務課長（小竹利勝君）　別紙議案書により説明した。（議案第４７号）

議長（浅野義雄君）　これより質疑に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。
　これより討論に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「討論なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。
　これより議案第４７号「桑折町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例」を採決いたします。
　お諮りいたします。
　本案を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　ご異議なしと認めます。
　よって本案は、原案のとおり可決されました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第６，議案第４８号　桑折町教育委員会教育長の給与・勤務時間その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例

議長（浅野義雄君）　日程第６，議案第４８号「桑折町教育委員会教育長の給与・勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例」を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。総務課長。

総務課長（小竹利勝君）　別紙議案書により説明した。（議案第４８号）

議長（浅野義雄君）　これより質疑に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。
　これより討論に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「討論なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。
　これより議案第４８号「桑折町教育委員会教育長の給与・勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例」を採決いたします。
　お諮りいたします。
　本案を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　ご異議なしと認めます。
　よって本案は、原案のとおり可決されました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第７，議案第４９号　桑折町職員の給与に関する条例等の一部を改正す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　る条例

議長（浅野義雄君）　日程第７，議案第４９号「桑折町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例」を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。総務課長。

総務課長（小竹利勝君）　別紙議案書により説明した。（議案第４９号）

議長（浅野義雄君）　これより質疑に入ります。

３番（羽根田八千代君）　私は、１点伺います。
　この度の改定によりまして、１１月２４日に既に町職労の合意を得ての提案であると説明を受けておりますが、減ぜられる、見込まれる７３０万円の予算配分を職員の士気を低下させることなく、今後どのように活用なされるとされているのか、町長のお考えがあれば伺います。

町長（高橋宣博君）　３番議員にお答えをいたしたいと思います。
　ただいま議員ご指摘のとおり、今般のこの人事院勧告、原案のとおり可決いただければ、職員の皆様方から７３０万円余の給与減額の中でご協力をいただけるというふうなことになるわけでありますけれども、そういった中で、職員の士気というようなお話があったわけでありますが、今般、職員労働組合の皆様方との団体交渉の中では、人事院勧告の給与部分のみならず、更にはいろいろな要求等も受けておりましたので、そういった中で家族を看護するための短期休暇の新設であるとか、更にはいろいろと育児短時間勤務制度の早期導入についてとか、そういった要求の中でお話し合いをさせていただいた結果、トータル的に合意を得ているわけであります。そういった中では、士気という面では合意に達した中で、共に適正な労使関係が維持できるものというふうに判断をしておりますので、ご理解をいただきたいというふうに思います。
　なお、今般、その７３０万円につきましては、当然町の発展や、更には町民福祉の向上につながるようなものに当然使わせていただくというふうになりますので、ご理解をいただきたいというように思います。以上です。

２番（阿部満晴君）　附則に関する質問なんですけれども、最後の４番とありますけれども、前項に定めるもののほか、この条例の執行に関し必要な事項は町長が別に定めるとございますけれども、この中身ですよね。私は、ちょっと不案内なものですから、教えていただきたいというふうに思う次第でございます。以上です。

総務課長（小竹利勝君）　お答えをいたします。
　ただいまお質しいただきました附則第４項についての町長が別に定めるというふうな内容でございますが、今回の人事院勧告の中身で一般で触れます管理職手当、これらの減額がありますが、これについては規則等で定めるというふうなことで改正を考えてございます。そういった内容でご理解をいただきたいと思います。
　以上であります。

６番（川名靜子君）　１点お伺いいたします。
　附則の１５項の中で当分の間という項目があるのですが、この当分の間とはどのくらいの月を指していらっしゃるのか、その辺お伺いしたいと思います。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎休議

議長（浅野義雄君）　暫時休議します。
（午前１０時２５分）

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎再開

議長（浅野義雄君）　再開します。
（午前１０時２６分）
                    ◇                    ◇                    ◇

総務課長（小竹利勝君）　お答えいたします。
　当分の間ということで今回人事委員会勧告がされておりますが、明記はされてございません。ただ、新たに社会情勢が変化が伴いまして、その判断するときまでということになろうかと、社会状況の変化をとらえて考えていくと、その間というふうにお答えをさせていただきたいと思います。以上であります。

６番（川名靜子君）　社会状況を考えてということでありますけれども、給料が上がるんであれば当分の間という言葉でも納得はすると思うんですけれども、これ職労の方たちとある程度、何年間ということを明記すれば、その分だけ、その期間だけ我慢すればということであると思うんですけれども、組合の方たちはこの文言で納得なされたのでしょうか、その辺お伺いしたいと思います。

町長（高橋宣博君）　６番議員にお答えをいたしたいと思います。
　今、この対象になっております、当分の間の対象になっているものなんでありますけれども、これにつきましては、いわゆる５５歳を超える職員でありまして、その中にあって給料表が６級の行政職ということで、実際対象になるのは４名の方なんです。管理職ということでございます。そういう中で今般この勧告は、ただいま総務課長をして説明いたさせたとおり、官民格差の中において発生している改正でございますので、先ほど答弁いたしたとおり当然その官民格差の是正がなされるような環境になれば、当然その当分というものが解除されるものと、そういうふうにご理解をいただきたいと思います。

１２番（齋藤松夫君）　１点伺いたいと思います。
　県の人事委員会の勧告、その内容を今手もとに持っているわけでございますが、その勧告に続いて参考資料がございます。勧告が実施された場合の改定内容等ということでございまして、１として改定内容、２としてモデル給与例による年間給与の増減額（行政職の場合）という欄がございます。そして、職務段階年齢ということで、係員２５歳、主査３５歳、主任主査４５歳、課長５５歳、部長５８歳と、これに家族構成も一定の基準をもって、勧告前、勧告後、そして年間給与の増減額というものが示されてございます。係員の場合は２万９,０１０円の減額、主査の場合は４万６,９６４円の減額、主任主査は６万４,８２２円、課長は１５万７,２８８円、部長は２０万９,２７９円の減額という説明でございます。
　伺いたいのは、このようにしてそれぞれの職務に応じてどれだけの減額になるのかということについて試算をされておられればお聞かせをいただきたいと思うのでございます。部長職はございませんから、この職務のそれぞれの段階というのは違った内容になろうかと思いますけれども、そういうものも試算されているのではないかと思われますので、伺っているところでございます。よろしくお願いをいたします。もしないんだったら、これに準じたものということでも結構でございます。あれば、このような内容でお願いいたしたいと思います。

総務課長（小竹利勝君）　お答えいたします。
　本町において、現在このような職務によったモデルの試算というものはしてございませんでした。以上であります。

１２番（齋藤松夫君）　そうしますと、この人事院勧告に基づく給与改定をやった場合の職員に与える影響がどういう内容かということについては、あまり明らかにならないままその事務を進めているということになってしまうのではないかと考えるわけでございます。このとおりというふうには申し上げませんが、何らかの基準をもって、どういう影響をもたらすのかということについては把握をしておくべきではないかと思うのでございます。
　実はこの参考資料の、ただいま申し上げました、その次には、行政職の平均でどのように変わるかということがありまして、年間給与６万８,２３４円減額と、こう記されております。桑折町の場合、行政職の平均でどれだけの減額になるかということは試算されていらっしゃるでしょうか、伺います。

総務課長（小竹利勝君）　お答えいたします。
　今回、給与の改定に伴うその対象で５５歳以上の６級というふうな方が対象になるわけですが、平均で申し上げますと、１人約６万８,０００円というふうな金額になります。以上であります。

議長（浅野義雄君）　ほかに。

　　　　　　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。
　これより討論に入ります。

１１番（相原京子君）　私は、議案第４９号、桑折町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例に対し、反対の立場から討論いたします。
　月例給、ボーナスの同時引き下げは２年連続、ボーナスについては３年連続のマイナス勧告であり、ボーナスが年間４か月を割るのは１９６３年以来とされ、４７年前の水準に戻ってしまったといえます。今年の改定は、若年層職員の月例給与は据え置かれますが、職員への影響額支給減は実質７３０万円とのことです。本町にとって町職員は、町民への行政サービスの担い手であり、その給与水準が維持されることは極めて重要なことです。そもそも人事院勧告制度は、公務員の労働基本権制約の代償として設けられたものであります。人事院は、民間企業との賃金格差を理由にプラス勧告だけでなくマイナス勧告についても民間準拠とし、更に２００６年、平成１８年からは民間企業の対象規模をそれまでの１００人規模から５０人規模にまで下げ、実質的な賃金引き下げを行っているのです。未曾有の地域経済悪化の中で急いで行うべきは、家庭消費を温め、消費購買力を高めることで内需を刺激し、景気を回復することです。町民サービスの質の向上、それを担うための質の高い人材の確保、公務公共労働者の専門性を十分発揮させ、職員のやる気を引き出すためにも、地域のモデルとなる職員給与とすることを求めるものです。
　以上の理由から、本議案に対し反対を表明し討論といたします。

３番（羽根田八千代君）　私は、賛成の立場で討論させていただきます。
　この度の改正は、県の人事委員勧告に基づき、更には１１月２４日、町職労の合意を得ての提案であり、見込まれる減額は職員の短期休暇、あるいは育児休暇等への配慮や町民福祉の向上、そして更には質の向上のために有効活用されるものと信ずるものでありまして、賛成討論といたします。

議長（浅野義雄君）　ほかに。

　　　　　　　　　　　　　　（「討論なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。
　これより議案第４９号「桑折町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例」を採決いたします。
　ご異議がありますので、この採決は起立によって行います。
　本案に賛成の方は起立願います。

（起立１１名　不起立　２名）

議長（浅野義雄君）　起立多数であります。
　よって本案は、原案のとおり可決されました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎町長あいさつ

議長（浅野義雄君）　以上をもって本臨時会に付議された事件の審議は全部終わりました。
　町長よりごあいさつがあります。

町長（高橋宣博君）　閉会に当たりまして一言ごあいさつを申し上げます。
　ただいまは、原案どおり全議案可決をいただきまして誠にありがとうございました。
　特に職員の皆様との関係につきましては、士気を損なうことなく適切な労使関係の下に、町民の負託と信頼の応え得るような役場を一致団結をしてつくってまいりたいと考えておりますので、議員各位の皆様方の今後特段のご指導、そしてご協力を改めてお願いを申し上げたいというふうに思います。
　更には、本日、半田山に２回目の冠雪があり、日々寒さが増してまいります。どうぞ議員の皆様方には、ご自愛のうえ更なるご活躍をご祈念申し上げ、ごあいさつに代えさせていただきます。ありがとうございました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎閉議及び閉会の宣告

議長（浅野義雄君）　これをもって平成２２年第１４回桑折町議会臨時議会を閉会いたします。皆さん、どうもご苦労さまでございました。
（午前１０時４０分）
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